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は
じ
め
に

　

ま
ず
は
じ
め
に
、
去
年
の
台
風
災
害
に
よ
る
キ
ビ
の
被
害
、
馬
鈴
薯

の
価
格
低
迷
で
収
入
減
に
な
っ
て
い
る
町
民
の
皆
様
に
対
し
、
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
25
年
第
一
回
伊
仙
町
議
会
定
例
会
の
開
催
に
あ
た
り
、
施
政
方

針
を
述
べ
て
い
き
ま
す
。

　

今
年
は
、
昭
和
28
年
12
月
25
日
、
奄
美
群
島
が
米
軍
統
治
下
か
ら
祖

国
日
本
復
帰
し
、
60
周
年
と
い
う
記
念
す
べ
き
年
に
あ
た
り
ま
す
。
復

帰
以
来
、
数
々
の
奄
美
群
島
復
興
・
振
興
事
業
で
社
会
資
本
イ
ン
フ
ラ

整
備
に
よ
り
、
島
々
は
発
展
を
遂
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

60
年
間
で
2.2
兆
円
を
投
じ
た
奄
振
事
業
も
本
年
度
で
期
限
切
れ
を
迎

え
、
次
期
奄
振
へ
向
け
、
島
毎
の
意
向
を
重
視
し
た
形
で
主
体
的
に
奄

美
の
将
来
像
を
描
い
た
「
奄
美
群
島
成
長
戦
略
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
策
定
が

先
月
決
定
し
ま
し
た
。

　

政
権
交
代
に
よ
り
、
奄
振
開
発
関
係
予
算
も
24
年
度
補
正
予
算
と
25

年
度
予
算
の
合
計
が
２
８
０
億
円
と
復
元
し
ま
し
た
。
今
後
、
重
要
な

こ
と
は
、
こ
の
予
算
を
島
々
の
発
展
の
た
め
に
最
大
限
に
有
効
活
用
す

る
知
恵
と
戦
略
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

昨
年
は
、
町
制
施
行
50
周
年
記
念
式
典
・
徳
之
島
な
く
さ
み
館
の
こ

け
ら
落
し
・
闘
牛
大
会
に
チ
ャ
ー
タ
ー
便
な
ど
で
５
０
０
人
有
余
の
郷

友
会
の
方
々
を
含
め
、
多
く
の
町
民
が
参
加
し
、
職
員
も
か
り
ゆ
し
ウ

ェ
ア
で
も
て
な
し
の
精
神
を
発
揮
し
、
歴
史
的
交
流
を
実
現
し
ま
し
た
。

　

特
に
、
安
栖
宏
隆
前
国
土
交
通
省
国
土
政
策
局
特
別
地
域
振
興
官
の

奄
美
へ
の
提
言
は
示
唆
に
富
み
、
報
道
で
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

伊
仙
町
民
が
カ
ム
ィ
ヤ
キ
の
時
代
か
ら
育
ん
で
き
た
独
立
心
の
強
い
誇

り
高
い
独
立
不
羈
の
精
神
は
、
時
代
を
超
え
て
今
よ
み
が
え
り
、
町
民

に
大
き
な
自
信
を
与
え
ま
し
た
。

　

復
帰
後
60
年
間
に
多
く
の
先
輩
た
ち
が
艱
難
辛
苦
に
も
負
け
ず
、
町

の
発
展
に
心
血
を
注
い
で
き
た
こ
と
に
深
く
感
謝
と
敬
意
を
申
し
上
げ

る
と
共
に
、
戦
後
の
復
興
か
ら
取
り
残
さ
れ
た
奄
美
群
島
は
、
奄
美
群

島
復
興
・
振
興
開
発
事
業
に
よ
り
、
道
路
、
港
湾
、
学
校
な
ど
の
社
会

イ
ン
フ
ラ
整
備
が
な
さ
れ
て
き
た
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
人
口
が
半
減

し
た
結
果
を
重
く
受
け
と
め
、
そ
の
要
因
を
分
析
し
歯
止
め
を
か
け
る

こ
と
が
最
大
の
課
題
で
す
。

　

伊
仙
町
は
、
激
し
い
政
争
の
町
と
い
う
印
象
が
強
く
、
そ
の
こ
と
が
、

町
の
順
調
な
発
展
を
阻
害
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
は
そ
の
反
省

を
踏
ま
え
、
町
民
が
心
を
ひ
と
つ
に
一
致
団
結
し
、
次
の
世
代
の
た
め

に
「
誰
も
が
住
ん
で
み
た
い
」
と
思
う
魅
力
あ
る
誇
り
高
い
町
に
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

伊
仙
町
の
「
熱
い
」
町
民
性
は
、
時
に
激
し
く
対
立
し
が
ち
で
す
が
、

逆
に
ま
と
ま
り
、
方
向
性
が
定
ま
る
と
ど
こ
よ
り
も
力
強
く
前
進
し
て

い
き
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
職
員
は
国
・
県
に
対
し
具
体
的
政
策
を
自
ら
提
案
し
、

交
渉
す
る
知
恵
と
能
力
を
育
成
す
る
こ
と
が
必
要
で
、
更
に
全
町
民
の

生
活
の
安
定
の
た
め
に
「
株
式
会
社　

伊
仙
町
」
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

の
自
覚
を
持
ち
働
く
こ
と
が
要
求
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
地
域
力
」
と
は
、
地
域
が
そ
の
特
徴
あ
る
自
然
・
農
業
・
文
化
・
伝

統
な
ど
に
自
信
を
持
ち
、
全
員
が
協
働
で
そ
れ
を
「
宝
」
に
磨
き
上
げ

る
作
業
で
す
。
長
寿
・
子
宝
・
闘
牛
は
、
ま
さ
に
伊
仙
町
の
地
域
力
が

生
ん
だ
宝
で
す
。

　

議
会
と
職
員
が
中
心
と
な
り
、
各
種
団
体
・
民
間
組
織
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な

ど
全
町
民
が
社
員
で
あ
る
「
株
式
会
社　

伊
仙
町
」
が
こ
れ
ら
の
宝
を

生
か
す
強
い
意
志
と
戦
略
を
か
か
げ
、
政
策
を
推
進
し
て
い
け
ば
、
こ

の
町
は
急
速
な
少
子
高
齢
化
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
日
本
社
会

の
モ
デ
ル
地
区
に
な
る
最
短
距
離
に
あ
り
ま
す
。

　

奄
美
・
琉
球
の
世
界
自
然
遺
産
登
録
に
つ
い
て
は
、
環
境
省
が
１
月

13
日
、
奄
美
・
琉
球
の
暫
定
リ
ス
ト
を
ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー

へ
提
出
、
平
成
25
年
度
中
に
奄
美
群
島
国
立
公
園
の
指
定
を
行
い
、
平

成
28
年
度
世
界
自
然
遺
産
登
録
を
目
指
す
こ
と
に
な
り
、
市
町
村
の
連

携
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
徳
之
島
三
町
で
は
、
徳
之
島
愛
ラ
ン
ド
広
域
連
合

の
役
割
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
り
ま
す
。
現
在
、
火
葬
場
・
食
肉
セ
ン

タ
ー
・
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
等
の
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
将
来
的

に
は
、
給
食
セ
ン
タ
ー
・
観
光
協
会
・
介
護
議
会
・
消
防
議
会
・
医
師

看
護
師
対
策
会
議
な
ど
も
広
域
連
合
に
含
め
て
い
く
こ
と
が
島
の
発
展

に
繋
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　

３
年
前
、
米
軍
普
天
間
基
地
移
設
で
徳
之
島
案
が
報
道
さ
れ
た
と
き
、

未
来
の
世
代
の
た
め
に
三
町
民
が
一
致
団
結
し
ま
し
た
。

　

島
の
自
然
・
文
化
・
農
業
を
守
る
こ
と
が
、
今
の
我
々
に
課
さ
れ
た

使
命
で
あ
る
と
い
う
強
い
意
志
で
、
１
万
５
千
人
集
会
を
開
き
、
断
固

反
対
を
貫
き
ま
し
た
。

　

こ
の
時
改
め
て
「
島
は
一
つ
」
で
あ
る
こ
と
を
確
信
し
ま
し
た
。
未

来
の
た
め
、
永
遠
に
こ
の
島
を
守
っ
て
い
く
こ
と
が
我
々
に
課
せ
ら
れ

た
責
任
で
す
。

　
「
自
立
」「
挑
戦
」「
交
流
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
「
共
に
創
ろ
う
躍
進
す

る
輝
く
伊
仙
町
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
１
０
０
項
目
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を

政
策
の
目
標
に
掲
げ
、
町
民
総
参
加
型
の
町
政
に
全
力
で
取
り
組
み
、

着
実
に
実
現
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

徳
之
島
な
く
さ
み
館
に
つ
い
て
は
、徳
之
島
の
伝
統
行
事
「
闘
牛
」
や
、

町
指
定
文
化
財
「
目
手
久
八
月
踊
り
」
に
「
島
唄
」
な
ど
特
徴
的
な
オ

ン
リ
ー
ワ
ン
の
魅
力
あ
る
伝
統
文
化
の
保
存
継
承
を
行
う
と
共
に
、
全

国
に
発
信
す
る
こ
と
で
交
流
人
口
か
ら
定
住
人
口
の
増
加
に
繋
げ
て
い

く
た
め
に
、
ほ
ー
ら
い
館
・
百
菜
と
と
も
に
、
島
の
交
流
の
中
心
と
し

て
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

以
上
の
観
点
を
踏
ま
え
、
主
要
施
策
を
述
べ
て
い
き
ま
す
。

１　

徳
之
島
交
流
ひ
ろ
ば
「
ほ
ー
ら
い
館
」
及
び
直
売
所
”百
菜
“
に

つ
い
て

　

〜
健
康
増
進
・
交
流
・
憩
い
の
場
を
醸
成
・
６
次
産
業
の
中
核
拠
点
〜

　

徳
之
島
交
流
ひ
ろ
ば
「
ほ
ー
ら
い
館
」
は
、
健
康
増
進
・
交
流
・
憩

い
の
場
と
し
て
の
利
用
促
進
を
図
り
、
各
種
行
事
等
を
開
催
、
島
民
の

様
々
な
需
要
に
応
え
て
い
ま
す
。
開
館
４
年
が
経
過
し
、
昨
年
９
月
に

は
利
用
者
が
延
べ
50
万
人
を
突
破
し
運
営
も
安
定
し
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
民
間
活
力
を
生
か
し
た
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
目
的
で
公

募
を
行
い
審
査
し
ま
し
た
が
、
条
件
が
合
わ
ず
結
果
的
に
断
念
と
い
う

形
に
な
り
ま
し
た

　

今
後
も
引
き
続
き
、
導
入
に
向
け
努
力
し
な
が
ら
島
民
の
健
康
増
進

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
放
課
後
わ
く
わ
く
ク
ラ
ブ
や
ジ
ュ
ニ
ア
ス
イ
ミ
ン
グ
教
室

な
ど
を
学
童
保
育
と
し
て
位
置
付
け
子
育
て
支
援
を
行
い
、
就
労
支
援

及
び
定
住
促
進
に
繋
げ
て
い
き
ま
す
。

　

今
後
も
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
施
設
の
運
用
方
法
の
改
善
や
魅
力
あ

る
教
室
の
開
設
を
実
践
し
、
保
健
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
た
福
祉
施
策
を

推
進
す
る
こ
と
で
、「
健
康
・
長
寿
と
子
宝
の
町
」
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る

「
ほ
ー
ら
い
館
」
を
目
指
し
ま
す
。

　

直
売
所
”百
菜
“は
開
館
４
年
目
を
迎
え
、
委
託
販
売
と
自
主
製
造
販

売
の
部
門
に
分
か
れ
、委
託
販
売
の
生
産
者
は
２
３
１
戸
に
お
よ
び
着
々

と
増
加
し
て
い
ま
す
。
年
間
売
上
は
、
平
成
23
年
度
１
億
２
千
５
百
万

円
と
順
調
に
増
加
し
、
平
成
24
年
度
は
、
Ｊ
Ａ
Ｃ
機
内
広
告
を
勝
ち
取

っ
た
「
徳
之
島
ま
る
ご
と
き
ゅ
っ
き
ゅ
っ
便
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
島
外

へ
の
販
売
・
発
信
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

地
産
地
消
の
推
進
で
は
、
地
場
産
振
興
の
実
績
が
認
め
ら
れ
、
県
か

ら
高
い
評
価
を
得
て
、
か
ご
し
ま
”食
“推
進
活
動
大
賞
受
賞
と
い
う
快

挙
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。
ま
た
、
給
食
セ
ン
タ
ー
や
病
院
、
老
人
ホ
ー

ム
な
ど
へ
の
食
材
提
供
な
ど
が
地
元
で
は
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
農
林
水
産
物
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
地
元
写
真
家
の
写
真
販

売
や
農
業
・
奄
美
群
島
に
関
連
す
る
書
籍
の
販
売
な
ど
、
文
化
的
側
面

を
施
設
内
に
併
設
し
、
レ
ス
ト
ラ
ン
と
と
も
に
観
光
客
な
ど
多
様
な
客

層
の
興
味
を
惹
き
島
内
一
の
交
流
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

直
売
所
単
体
の
１
日
平
均
来
客
数
は
約
２
８
０
人
と
増
加
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
併
設
さ
れ
て
い
る
健
康
増
進
施
設
「
ほ
ー
ら
い
館
」
に
お
い

て
は
平
均
４
５
０
人
以
上
の
方
々
が
プ
ー
ル
・
ジ
ム
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

施
設
や
サ
ウ
ナ
な
ど
の
温
浴
施
設
の
利
用
に
訪
れ
て
い
ま
す
。
当
初
の

目
的
通
り
健
康
増
進
を
「
運
動
と
食
」

の
面
か
ら
支
え
る
と
い
う
目
標
が
着
々

と
達
成
さ
れ
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

保
健
セ
ン
タ
ー
の
10
年
間
の
取
り
組

み
も
国
内
的
に
評
価
さ
れ
、
ほ
ー
ら
い

館
と
共
に
町
の
保
健
セ
ン
タ
ー
と
の
共

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
食
だ
け
で
な
く
、

健
康
づ
く
り
の
仕
掛
け
を
こ
れ
か
ら
も

作
り
上
げ
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

平
成
25
年
度　

伊
仙
町
施
政
方
針
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町
が
推
進
し
て
い
る
６
次
産
業
化
の
拠
点
と
し
て
、
商
品
開
発
、
島

外
へ
の
販
路
開
拓
、「
徳
之
島
ま
る
ご
と
き
ゅ
っ
き
ゅ
っ
便
」
の
更
な
る

充
実
な
ど
を
図
り
、農
家
所
得
の
向
上
へ
と
繋
げ
て
い
き
ま
す
。今
後
は
、

自
社
の
加
工
品
開
発
と
通
信
部
門
の
増
強
が
経
営
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な

り
ま
す
。

２　

福
祉
行
政
に
つ
い
て

　

〜
福
祉
サ
ー
ビ
ス
・
子
育
て
支
援
の
充
実
・

健
康
指
導
に
よ
る
医
療
費
の
抑
制
〜

　

福
祉
事
業
は
、
昨
年
策
定
さ
れ
た
平
成
24
年
度
か
ら
26
年
度
ま
で
の

伊
仙
町
高
齢
者
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
に
基
づ
き
推
進
し
て

い
ま
す
。

　

必
要
な
サ
ー
ビ
ス
量
確
保
の
た
め
に
健
全
運
営
に
努
力
し
、
医
療
費

適
正
化
の
取
り
組
み
も
進
め
健
康
な
ま
ち
づ
く
り
に
努
力
し
ま
す
。

　

高
齢
者
福
祉
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
補
助

の
中
で
、「
地
域
支
え
合
い
事
業
」「
高
齢
者
元
気
度
ア
ッ
プ
事
業
」、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
い
せ
ん
１
・
１
に
よ
る
「
伊
仙
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
」
の
運

営
助
成
を
行
い
ま
す
。

　

介
護
保
険
事
業
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
予
防
重
視

型
サ
ー
ビ
ス
へ
と
移
行
し
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
仙
寿
の
里
」
の

16
床
増
床
や
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
施
設
整
備
が
充
実
し
た
こ
と
や

後
期
高
齢
者
の
人
口
割
合
が
高
く
な
る
こ
と
等
に
よ
り
介
護
給
付
費
が

増
加
し
、
財
政
運
営
も
ま
す
ま
す
厳
し
く
な
る
も
の
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
本
年
度
も
地
域
支
援
事
業
に
お
け
る
介
護
予
防

事
業
と
し
て
、「
ほ
ー
ら
い
館
」
で
「
う
り
た
わ
っ
き
ゃ
教
室
」、
各
集

落
で
の
社
会
福
祉
協
議
会
委
託
の
「
地
域
さ
わ
や
か
サ
ロ
ン
教
室
」、
徳

之
島
福
祉
会
委
託
の
「
い
っ
ち
も~

れ
教
室
」
で
高
齢
者
が
住
み
慣
れ

た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
施
策
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
独
居
老
人
や
高
齢
者
の
方
々
が
生
き
が
い
を
持
ち
、
安
心
し

て
生
活
で
き
る
よ
う
、
各
種
福
祉
事
業
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
り
、「
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
で
は
、
高
齢
者
や
家
族
の
相
談
に
対
応
で
き

る
よ
う
に
万
全
を
期
し
て
い
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
制
度
は
平
成
25
年
度
ま
で
継
続
さ
れ
、
医
療

保
険
以
外
の
事
業
計
画
と
し
て
は
、
７
月
に
実
施
し
て
い
る
長
寿
健
診

の
ほ
か
、
特
別
調
整
交
付
金
に
よ
る
健
康
教
室
の
開
催
も
検
討
し
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
は
、
出
産
児
を
祝
福
し
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
の
健
や

か
な
成
長
を
願
い
、児
童
福
祉
の
向
上
を
目
的
と
し
た「
子
育
て
支
援
金
」

の
支
給
を
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

　

か
ご
し
ま
子
育
て
支
援
パ
ス
ポ
ー
ト
事
業
は
、
協
力
企
業
の
参
加
を

進
め
、
子
育
て
世
帯
の
利
用
促
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

次
に
障
が
い
者
福
祉
政
策
は
、
障
が
い
者
の
方
が
地
域
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
社
会
を
目
指
し
、
昨
年
３
月
に
障
が
い
者
計
画
及
び
第
３
期

障
が
い
福
祉
計
画
を
策
定
し
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
よ
う
、

制
度
上
の
課
題
を
解
決
し
、
平
等
な
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
よ
う
、

尚
一
層
障
が
い
者
自
立
へ
の
意
識
改
革
及
び
仕
組
み
づ
く
り
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

平
成
23
年
４
月
か
ら
腎
臓
機
能
疾
患
者
の
腎
臓
移
植
術
及
び
腎
臓
移

植
後
の
免
疫
抑
制
療
法
等
の
治
療
を
受
け
る
た
め
の
経
済
的
負
担
軽
減

に
努
め
て
い
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
財
政
政
策
に
つ
い
て
は
、
国
保
中
央
会
で
給
付
費
は

国
が
７
割
持
つ
の
が
当
然
と
主
張
し
て
い
る
よ
う
に
、
運
営
自
体
に
構

造
的
脆
弱
さ
が
あ
り
、
当
町
に
お
い
て
も
毎
年
一
般
会
計
か
ら
繰
り
入

れ
が
行
わ
れ
、
厳
し
い
状
況
下
に
あ
り
ま
す
。

　

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
額
は
平
成
23
年
度
１
億
３
千
万
円
、
24
年
度

９
千
４
百
万
円
を
予
定
し
て
お
り
、
25
年
度
に
お
い
て
は
対
前
年
度
当

初
予
算
比
の
マ
イ
ナ
ス
34
％
の
１
億
１
千
万
円
の
繰
り
入
れ
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
に
お
い
て
は
、
定
率
負
担
の
引
き
上
げ
に

よ
る
公
費
負
担
の
拡
大
な
ど
、
引
き
続
き
国
保
の
抜
本
改
革
実
施
を
全

国
知
事
会
で
国
に
要
望
し
て
い
ま
す
。
景
気
の
悪
化
に
よ
る
国
保
税
収

の
減
少
や
高
齢
化
で
医
療
費
が
伸
び
続
け
る
一
方
、
収
入
が
低
迷
す
る

な
ど
、
市
町
村
国
保
財
政
は
厳
し
さ
を
増
す
一
方
で
す
。

　

こ
の
状
況
を
踏
ま
え
、
国
民
健
康
保
険
財
政
の
安
定
化
、
健
康
指
導

等
に
よ
る
医
療
費
の
適
正
化
を
図
る
た
め
、
保
健
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に

医
療
・
福
祉
・
保
健
・
介
護
を
一
体
的
に
捉
え
、
健
康
保
持
・
増
進
を

啓
発
で
き
る
特
別
対
策
事
業
を
積
極
的
に
導
入
し
、
長
期
的
な
医
療
費

抑
制
に
つ
な
が
る
事
業
を
展
開
し
ま
す
。

３　

保
健
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
つ
い
て

　

〜
健
康
づ
く
り
に
地
域
力
を
生
か
し
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
ア
イ
ラ
ン
ド

構
想
の
実
現
化
に
向
け
て
〜

　

10
年
間
推
進
し
て
き
た
「
健
康
長
寿
い
せ
ん
21
」
計
画
の
見
直
し
を

行
い
、
今
年
度
か
ら
「
第
２
次
健
康
長
寿
い
せ
ん
21
」
計
画
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

　

取
組
の
中
で
、
早
世
の
割
合
が
非
常
に
高
く
、
長
寿
の
ま
ち
に
警
鐘

を
鳴
ら
し
て
き
た
結
果
、
前
回
よ
り
も
改
善
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

ま
だ
全
国
平
均
に
は
至
っ
て
い
な
い
状
況
で
す
。
第
２
次
計
画
で
は
早

世
を
払
拭
し
、
本
来
あ
る
べ
き
健
康
長
寿
の
ま
ち
を
構
築
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
に
も
特
定
健
診
の
受
診
者
を
さ
ら
に
増
や
し
、
発
症
前
の

病
気
予
防
が
重
要
で
、
が
ん
検
診
も
同
様
で
あ
り
、
30
代
か
ら
検
診
を

受
け
、
生
活
習
慣
を
見
直
し
、
元
気
に
子
育
て
が
で
き
る
よ
う
、
特
に

若
年
者
の
健
康
づ
く
り
支
援
に
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
健
康
増
進
の
取
組
や
直
売
所
”百
菜
“を
拠
点
に

進
め
て
き
た
食
育
を
推
進
し
、
食
か
ら
の
健
康
づ
く
り
を
さ
ら
に
強
化

し
ま
す
。

　

強
化
策
と
し
て
、
様
々
な
島
独
特
の
体
験
活
動
と
科
学
的
な
裏
付
け

の
あ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り
、
島
内
外
か
ら
肥
満
で
悩
ん
で
い
る
人
、

か
つ
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
挑
戦
す
る
人
を
徳
之
島
に
来
島
さ
せ
、
他
地
域

に
な
い
ダ
イ
エ
ッ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
し
、
産
業
化
ま
で
見
据
え
た

健
康
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

　

取
り
組
み
の
ト
ッ
プ
と
し
て
２
月
24
日
に
本
物
の
長
寿
を
取
り
戻
す

た
め
、
も
く
も
く
手
づ
く
り
フ
ァ
ー
ム
と
連
携
し
、「
長
寿
の
島
か
ら
ダ

イ
エ
ッ
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
へ
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
、
モ
ニ
タ
ー
ツ

ア
ー
を
実
践
し
て
い
き
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
も
、
こ
こ
２
〜
３
年
出
生
数
も
増
え
て
い
ま

す
が
、
安
心
し
て
地
域
で
子
育
て
が
で
き
る
よ
う
に
ま
た
、
障
が
い
を

負
っ
た
お
子
さ
ん
や
そ
の
ご
家
族
へ
の
支
援
、
精
神
障
が
い
者
や
身
体

に
障
が
い
が
あ
る
方
な
ど
、
身
近
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。

　

あ
わ
せ
て
心
の
問
題
で
不
眠
や
ス
ト
レ
ス
に
悩
む
方
々
を
対
象
に
、

健
診
時
に
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
実
施
し
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
で
心
の
病

気
に
対
す
る
ケ
ア
に
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

４　

建
設
公
共
土
木
事
業
・
町
営
住
宅
の
整
備
に
つ
い
て

　

〜
防
災
対
策
、
町
道
整
備
の
推
進,

環
境
に
優
し
い

本
格
木
造
住
宅
の
建
設
〜

　

昨
年
は
稀
に
見
る
強
い
台
風
が
立
て
続
け
に
襲
来
し
、
町
道
・
町
営

住
宅
等
に
も
多
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
緊
急
の
為
や
む
を
得
ず
基
金
を
取
り
崩
し

災
害
復
旧
工
事
を
進
め
ま
し
た
。

　

今
後
は
こ
の
教
訓
を
生
か
し
、
町
道
及
び
町
営
住
宅
の
維
持
管
理
の

防
災
対
策
を
計
画
的
に
実
施
し
、
台
風
や
集
中
豪
雨
・
地
震
等
の
災
害

を
最
小
限
に
抑
え
ま
す
。

　

社
会
資
本
整
備
交
付
金
事
業
に
よ
り
平
成
18
年
度
か
ら
進
め
て
い
る

伊
仙
・
馬
根
線
に
つ
い
て
昨
年
度
用
地
交
渉
の
関
係
で
馬
根
側
の
義
名

山
公
園
付
近
の
工
事
を
先
に
行
い
ま
し
た
。
今
年
度
は
昨
年
整
備
予
定

の
役
場
前
〜
Ｊ
Ａ
あ
ま
み
伊
仙
支
所
間
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
か
ら
始
め
た
徳
之
島
愛
ラ
ン
ド
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ

の
ア
ク
セ
ス
道
路
「
第
二
西
下
線
」
は
平
成
24
年
度
に
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
入
り
口
ま
で
整
備
し
、
今
年
度
も
引
き
続
き
農
免
農
道
面
縄
地
区

へ
向
け
整
備
し
ま
す
。

　

住
宅
不
足
の
解
消
の
為
、
住
宅
建
築
計
画
「
伊
仙
町
住
宅
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
平
成
23
年
度
に
は
耐
久
性
の
向
上
、
遮
音
機
能
・

耐
火
性
能
の
確
保
、
構
造
計
算
、
コ
ス
ト
縮
減
、
家
賃
の
低
減
、
環
境

へ
の
配
慮
等
の
検
討
を
行
っ
た
木
造
住
宅
を
基
本
と
す
る
、
新
し
い
住

宅
建
築
計
画「
伊
仙
町
公
営
住
宅
等
長
寿
命
化
計
画
」に
移
行
し
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
度
に
犬
田
布
団
地
２
棟
14
戸
を
整
備
、
平
成
24
年
度
は
河

内
団
地
１
棟
６
戸
を
建
設
中
で
す
。
平
成
25
年
度
は
木
之
香
団
地
１
棟

６
戸
の
建
築
を
し
ま
す
。
し
か
し
、
待
機
者
が
多
く
、
今
後
も
同
計
画

に
基
づ
き
、
住
宅
不
足
の
解
消
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
か
ら
都
市
公
園
整
備
事
業
に
よ
り
義
名
山
公
園
整
備
及

び
体
育
施
設
の
整
備
中
で
す
。
平
成
25
年
度
は
、
社
会
資
本
整
備
交
付

金
事
業
に
お
け
る
「
特
定
地
区
公
園
事
業
」
へ
移
行
し
、
平
成
25
年
度

は
県
民
体
育
大
会
へ
向
け
現
相
撲
場
及
び
周
辺
の
改
修
を
し
、
運
動
場

の
ナ
イ
タ-

設
備
改
修
、
体
育
館
廻
り
の
外
構
整
備
、
義
名
山
公
園
長

寿
命
化
計
画
策
定
を
行
い
ま
す
。

　

平
成
26
、
27
年
度
は
町
財
政
を
鑑
み
整
備
を
一
時
中
止
し
、
平
成
28

年
度
以
降
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
及
び
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
整
備
を
行
う
予
定
で
あ
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り
ま
す
。

５　

保
育
行
政
・
国
民
年
金
行
政
に
つ
い
て　

　

〜
安
心
し
て
子
ど
も
を
預
け
ら
れ
る
環
境
整
備
〜

　

国
民
年
金
業
務
は
、
引
き
続
き
年
金
事
務
所
に
よ
る
年
金
相
談
会
や

役
場
窓
口
相
談
を
充
実
さ
せ
、
受
給
権
確
保
の
推
進
・
年
金
保
険
料
納

付
が
難
し
い
方
へ
の
免
除
申
請
勧
奨
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

保
育
行
政
は
、
町
の
住
宅
整
備
も
進
み
、
若
者
の
定
住
し
や
す
い
環

境
整
備
も
整
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
保
育
所
の
民
営
化
に
伴
い
、
保
育

所
独
自
の
カ
ラ
ー
を
出
し
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
保
育
所
運
営
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
行
政
は
、
保
育
理
念
に
基
づ
き
保
護
者
が
安
心

し
て
子
ど
も
を
預
け
ら
れ
る
環
境
作
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

６　

環
境
行
政
に
つ
い
て

　

〜
世
界
自
然
遺
産
登
録
に
向
け
て
希
少
野
生
動
植
物
の

保
護
体
制
の
確
立
〜

　

環
境
課
で
は
、
昨
年
の
町
制
施
行
50
周
年
を
機
に
町
内
を
花
い
っ
ぱ

い
に
し
て
心
豊
か
で
潤
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

に
「
も
て
な
し
の
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」
を
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。

各
種
団
体
・
地
域
・
行
政
の
協
力
で
沿
道
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
を
利
用
し
、

花
を
植
え
る
事
に
よ
り
「
温
か
い
も
て
な
し
の
町
づ
く
り
」
が
確
立
で

き
ま
し
た
。
今
年
度
も
引
き
続
き
、
花
を
通
じ
て
来
訪
す
る
観
光
客
や

町
民
が
花
の
よ
う
に
美
し
い
絆
と
結
い
の
心
の
醸
成
を
図
り
、
美
し
い

環
境
、
明
る
く
・
住
み
よ
い
町
づ
く
り
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
世
界
自
然
遺
産
登
録
に
向
け
て
は
、
特
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
徳
之

島
虹
の
会
が
中
心
と
な
り
、
町
民
や
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
盗
掘
防
止

や
不
法
投
棄
の
撲
滅
・
３
Ｒ
（
リ
デ
ュ
ー
ス
・
リ
ユ
ー
ス
・
リ
サ
イ
ク
ル
）

の
取
り
組
み
を
強
化
す
る
と
共
に
環
境
シ
ス
テ
ム
の
構
築
等
を
促
進
し
、

循
環
型
社
会
の
形
成
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

一
方
、
生
態
系
の
保
全
を
図
る
中
、
徳
之
島
三
町
で
ノ
イ
ヌ
・
ノ
ネ

コ
に
よ
る
ア
マ
ミ
ノ
ク
ロ
ウ
サ
ギ
等
希
少
野
生
生
物
へ
の
被
害
が
危
惧

さ
れ
て
い
る
た
め
、
ね
こ
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
制
定
を
行

い
ま
す
。

　

地
域
温
暖
化
の
地
球
環
境
問
題
に
対
応
し
た
環
境
負
荷
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
促
進
も
避
け
て
は
通
れ
な
い
こ
と
か
ら
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

７　

農
林
水
産
業
の
振
興
に
つ
い
て

　

〜
水
を
生
か
し
た
生
産
性
の
高
い
農
業
の
確
立
に
向
け
て
〜

　

昨
年
の
台
風
の
影
響
に
よ
り
、
過
去
最
大
の
農
業
被
害
額
を
記
録
し

た
こ
と
か
ら
、
早
急
に
農
業
用
施
設
の
復
旧
・
機
能
強
化
を
図
り
、
本

町
の
農
業
形
態
の
回
復
・
再
生
が
急
が
れ
る
た
め
、
平
成
25
年
度
は
、

次
に
掲
げ
る
事
項
を
関
係
機
関
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
着
実
に
実
施
い

た
し
ま
す
。

①　

糖
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
生
産
回
復
を
図
る
た
め
適
期
植
付
・
適

期
管
理
に
よ
る
単
収
向
上
対
策
と
病
害
虫
対
策
を
実
施
し
農
家
所
得
の

向
上
を
図
り
ま
す
。

②　

園
芸
振
興
に
つ
い
て
は
、
土
壌
分
析
の
徹
底
に
よ
る
適
正
施
肥
と

防
風
対
策
の
徹
底
で
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
安
心
・
安
全
な
バ
レ

イ
シ
ョ
を
供
給
で
き
る
今
年
ブ
ラ
ン
ド
化
さ
れ
た
「
春
一
番
」
で
産
地

育
成
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
落
花
生
・
ゴ
マ
等
の
輪
作
を
推
進
し
、
多

品
目
栽
培
の
確
立
で
農
家
の
所
得
向
上
を
図
り
ま
す
。

③　

畜
産
振
興
に
つ
い
て
は
、
冬
場
の
飼
料
作
物
の
導
入
で
飼
料
の
安

定
確
保
並
び
に
飼
養
管
理
の
徹
底
で
商
品
性
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

④　

畑
か
ん
営
農
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
畑
か
ん
営
農
推
進
担
当
職
員

を
配
置
し
、
農
政
・
耕
地
サ
イ
ド
が
ワ
ン
フ
ロ
ア
化
を
す
す
め
融
合
し

た
施
策
・
事
業
の
展
開
に
よ
り
、
畑
か
ん
利
用
効
果
を
高
め
農
家
の
所

得
向
上
を
図
り
ま
す
。

⑤　

水
産
振
興
に
つ
い
て
は
、
離
島
漁
業
再
生
支
援
事
業
を
活
用
し
、

藻
場
再
生
・
稚
魚
放
流
事
業
等
を
実
施
し
、
持
続
可
能
な
漁
場
の
確
保

並
び
に
直
売
所
「
百
菜
」
と
連
携
し
、
魚
食
普
及
を
図
り
ま
す
。

⑥　

林
務
振
興
に
つ
い
て
は
、
カ
ラ
ス
・
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
農
作
物
へ

の
被
害
が
増
加
傾
向
に
あ
る
た
め
、
集
落
と
の
協
働
に
よ
る
有
害
鳥
獣

の
捕
獲
駆
除
と
、
農
作
物
へ
の
被
害
防
止
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

⑦　

最
後
に
、
特
産
品
製
造
販
売
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
で
さ
と
う
き
び

を
原
料
と
し
た
加
工
品
（
黒
糖
・
ス
イ
ー
ツ
・
キ
ビ
ジ
ュ
ー
ス
等
）
を

製
造
販
売
す
る
施
設
を
整
備
し
、
安
定
的
な
雇
用
の
確
保
を
図
り
ま
す
。

８　

農
業
農
村
整
備
事
業
に
つ
い
て

　

〜
徳
之
島
農
業
に
貢
献
す
る
農
業
農
村
整
備
の
推
進
〜

①
　
持
続
可
能
な
力
強
い
農
業
の
実
現

　

今
年
度
も
畑
地
帯
総
合
整
備
事
業
を
推
進
し
、
未
整
備
農
地
の
区
画

整
理
・
農
道
・
排
水
路
整
備
を
実
施
し
、
農
作
業
の
効
率
化
を
図
り
、

担
い
手
農
家
へ
の
農
地
集
積
を
進
め
耕
作
放
棄
地
の
解
消
を
図
り
ま
す
。

　

継
続
地
区
は
目
手
久
・
第
１
面
縄
１
期
・
第
１
面
縄
２
期
・
第
２
面

縄
１
期
・
第
２
面
縄
２
期
・
第
２
阿
権
・
上
晴
・
小
島
河
地
・
過
疎
基

幹
農
道
五
ラ
ン
大
原
地
区
で
、
平
成
25
年
度
新
規
地
区
は
喜
念
地
区
を

実
施
し
ま
す
。

　

本
年
度
以
降
は
順
次
、
徳
之
島
用
水
の
畑
総
事
業
地
区
内
へ
の
支
線

水
路
、
散
水
設
備
の
事
業
を
推
進
し
、
経
済
課
と
連
携
し
な
が
ら
畑
か

ん
営
農
目
標
を
定
め
、
水
を
使
っ
た
付
加
価
値
の
高
い
品
目
を
導
入
す

る
な
ど
農
業
生
産
額
50
億
円
達
成
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

②
　
農
業
施
設
の
防
災
・
減
災
対
策

　

引
き
続
き
農
業
水
利
施
設
の
定
期
点
検
を
行
い
、
将
来
的
に
耐
震
強

化
の
調
査
・
整
備
実
施
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
、
施
設
の
防
災
・

減
災
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

③
　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
活
用
し
た
農
地
・
道
水
路
等
の
保
全
管
理

　

過
疎
化
・
高
齢
化
等
の
進
行
を
踏
ま
え
て
集
落
を
支
え
る
体
制
強
化

と
農
用
地
施
設
の
維
持
管
理
を
支
援
す
る
目
的
で
平
成
24
年
度
か
ら
５

年
間
、
農
地
・
水
・
保
全
管
理
支
払
交
付
金
を
導
入
し
、
受
益
者
組
織

（
７
組
織
）
を
立
ち
上
げ
て
農
地
・
農
道
・
水
路
・
沈
砂
池
等
の
日
常
的

な
保
全
管
理
を
実
施
し
、
農
用
地
施
設
の
長
寿
命
化
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

④
　
新
た
な
土
地
改
良
長
期
計
画
の
策
定

　

平
成
24
年
度
に
国
が
策
定
し
た
「
食
を
支
え
る
水
と
土
の
再
生
・
創

造
」を
基
本
理
念
に
地
域
全
体
と
し
て
の
農
業
生
産
の
体
質
強
化
、防
災
・

減
災
力
の
強
化
と
多
面
的
機
能
の
発
揮
、
集
落
の
協
働
力
や
地
域
資
源

の
潜
在
力
を
活
か
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
を
目
標
に
今
後
の
長
期

計
画
を
策
定
し
て
い
き
ま
す
。

９　

徴
収
対
策
に
つ
い
て

　

〜
納
期
限
内
納
付
の
啓
発
で
徴
収
率
の
向
上
〜

　

町
政
運
営
の
根
幹
と
な
る
貴
重
な
一
般
財
源
で
あ
る
町
税
の
収
入
確

保
が
、
充
実
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
上
で
重
要
な
課
題
で
す
。

　

納
税
の
促
進
及
び
滞
納
の
防
止
を
図
る
た
め
、
前
年
度
に
制
定
し
た

町
税
等
の
滞
納
に
対
す
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
制
限
措
置
等
に
関
す
る
条

例
の
運
用
を
充
実
強
化
し
、
引
き
続
き
法
に
則
し
た
滞
納
処
分
を
厳
正

に
実
施
す
る
こ
と
で
税
収
の
安
定
確
保
に
努
め
ま
す
。

併
せ
て
納
期
限
内
納
付
の
啓
発
、
金
融
機
関
納
付
・
口
座
振
替
の
推
進

等
周
知
徹
底
し
、
新
た
な
滞
納
を
発
生
さ
せ
な
い
よ
う
現
年
度
分
徴
収

率
の
向
上
と
全
体
と
し
て
の
徴
収
率
の
底
上
げ
を
目
指
し
ま
す
。

10　

商
工
・
観
光
の
振
興
策
に
つ
い
て

　

〜
特
徴
あ
る
自
然
や
文
化
な
ど
価
値
あ
る
資
源
を
生
か
し
た
観
光
施
策
〜

　

商
工
業
の
振
興
策
は
、
商
工
会
組
織
の
育
成
強
化
、
運
営
を
更
に
充

実
さ
せ
る
た
め
の
運
営
補
助
や
購
買
者
の
町
外
流
出
を
抑
制
す
る
プ
レ

ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
発
行
事
業
を
昨
年
に
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
町
外
流
出
防
止
と
増
加
す
る
一
人
暮
ら
し
の
買
い
物
弱
者
の

た
め
に
、
Ａ
コ
ー
プ
の
誘
致
活
動
中
で
あ
り
、
商
店
街
と
の
相
乗
効
果

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

国
が
推
進
す
る
景
気
浮
揚
を
目
指
し
た
雇
用
の
確
保
・
経
済
対
策
の

た
め
、
重
点
分
野
雇
用
創
造
事
業
（
不
法
投
棄
撲
滅
ア
ク
シ
ョ
ン
事
業
・

障
が
い
者
実
態
調
査
事
業
・
世
界
自
然
遺
産
登
録
対
策
事
業
・
新
規
作

物
育
苗
研
究
事
業
・
見
守
り
活
動
支
援
事
業
）
の
補
助
事
業
を
導
入
し
、

失
業
者
や
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
者
の
移
住
支
援
体
制
構
築
や
雇
用
の
確
保
に

努
め
ま
す
。

　

観
光
の
振
興
は
、
平
成
25
年
度
の
暫
定
リ
ス
ト
提
出
、
国
立
公
園
化
、

世
界
自
然
遺
産
登
録
を
間
近
に
控
え
、
奄
美
群
島
が
島
ご
と
に
特
徴
あ

る
自
然
や
文
化
な
ど
価
値
あ
る
資
源
を
生
か
し
た
観
光
施
策
の
展
開
が

急
務
で
あ
り
自
然
遺
産
担
当
職
員
を
配
置
し
ま
す
。
ま
た
、
ア
マ
ミ
ノ

ク
ロ
ウ
サ
ギ
な
ど
希
少
野
生
動
植
物
の
保
護
措
置
も
課
題
の
一
つ
と
い

え
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
は
、
犬
田
布
岬
の
老
朽
化
し
た
休
憩
施
設
な
ど
の
再
整

備
を
観
光
連
携
整
備
事
業
で
進
め
ま
す
。
夕
日
に
輝
く
戦
艦
大
和
の
慰

霊
塔
、
隆
起
し
た
絶
壁
・
断
崖
は
伊
仙
町
が
誇
る
宝
で
す
。

　

徳
之
島
な
く
さ
み
館
は
地
域
振
興
事
業
の
導
入
で
大
型
看
板
の
設
置
、

資
料
室
の
パ
ネ
ル
や
映
像
資
料
整
備
を
進
め
、
４
月
か
ら
の
オ
ー
プ
ン

に
向
け
、
準
備
を
急
い
で
い
ま
す
。
Ｊ
Ａ
Ｌ
な
ど
航
空
会
社
の
旅
行
商
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品
と
し
て
の
闘
牛
ツ
ア
ー
誘
致
に
は
、
毎
月
の
闘
牛
大
会
と
島
唄
、
八

月
踊
り
な
ど
の
開
催
が
必
要
で
す
。

　

空
港
利
用
促
進
協
議
会
で
決
定
し
た
３
ヵ
町
負
担
に
よ
る
タ
ラ
ッ
プ

（
乗
降
機
）
の
購
入
計
画
で
は
、
今
年
度
中
に
大
島
支
庁
地
域
振
興
事
業

を
導
入
、
ジ
ェ
ッ
ト
機
の
ス
タ
ー
タ
ー
、
タ
ラ
ッ
プ
等
を
調
達
し
、
台

湾
へ
の
修
学
旅
行
に
充
て
る
大
手
旅
行
会
社
や
航
空
会
社
と
も
連
携
を

と
り
、
本
土
か
ら
の
格
安
航
空
ジ
ェ
ッ
ト
チ
ャ
ー
タ
ー
便
を
誘
致
、
団

体
観
光
ツ
ア
ー
客
を
定
着
さ
せ
る
よ
う
努
力
し
ま
す
。

　

10
月
６
日
に
は
全
国
闘
牛
サ
ミ
ッ
ト
大
会
も
本
町
で
の
開
催
さ
れ
、

徳
之
島
闘
牛
の
持
つ
魅
力
を
全
国
に
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

11　

水
道
事
業
に
つ
い
て

　

〜
老
朽
管
の
布
設
替
え
で
安
心
・
安
全
な
水
の
安
定
供
給
〜

　

水
道
事
業
整
備
は
、
20
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
西
部
地
区
簡
易
水

道
事
業
と
し
て
崎
原
地
区
と
木
之
香
地
区
の
配
水
管
の
新
設
及
び
老
朽

管
の
布
設
替
え
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。
現
在
、
東
犬
田
布
地
区
に
建

設
中
の
容
量
２
０
０
ト
ン
の
ス
テ
ン
レ
ス
製
タ
ン
ク
も
完
成
間
近
と
な

り
、給
水
開
始
に
向
け
て
最
終
調
整
を
行
っ
て
い
ま
す
。本
事
業
に
よ
り
、

東
犬
田
布
地
区
と
木
之
香
地
区
の
給
水
能
力
が
十
分
確
保
さ
れ
、
有
収

率
の
向
上
や
維
持
管
理
費
の
縮
減
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

水
質
改
善
に
つ
い
て
も
、
表
流
水
で
あ
る
杉
原
川
と
屋
久
田
川
原
水
、

硬
度
の
高
い
川
束(

コ
ウ
ソ
ク)

地
下
水
、
竿
地(

ソ
ウ
チ)

原
水
の
比

率
の
改
善
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

中
部
・
東
部
地
区
で
は
、
配
水
管
や
各
浄
水
場
の
電
気
・
機
械
設
備

等
の
老
朽
化
が
進
み
改
修
時
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

短
期
間
の
設
備
更
新
は
困
難
な
た
め
、
年
次
的
に
事
業
規
模
や
事
業
費

の
平
準
化
を
行
い
、
施
設
の
更
新
を
進
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

ま
た
、
中
部
・
西
部
浄
水
場
の
急
速
ろ
過
機
、
八
重
竿
地
区
の
膜
ろ

過
施
設
の
適
正
運
転
を
行
う
と
同
時
に
業
務
の
効
率
化
や
コ
ス
ト
削
減

な
ど
経
営
の
健
全
化
を
図
り
、
町
民
の
皆
さ
ま
へ
「
安
心
・
安
全
な
水

の
安
定
供
給
」
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
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教
育
行
政
に
つ
い
て

　

〜
未
来
を
担
う
子
ど
も
の
育
成
〜

　

学
校
教
育
に
お
い
て
は
、
全
国
に
通
用
す
る
学
力
・
体
力
を
持
ち
、

人
間
性
豊
か
な
人
づ
く
り
が
大
切
で
す
。
生
ま
れ
育
っ
た
徳
之
島
・
伊

仙
町
に
誇
り
を
持
ち
、
島
を
愛
し
、
他
人
を
思
い
や
り
、
向
上
心
が
あ

ふ
れ
、
農
業
を
守
り
育
て
、
観
光
客
を
も
て
な
す
人
材
の
育
成
で
す
。

知
・
徳
・
体
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
全
人
教
育
を
目
指
し
て
ど
の
学
校

も
「
生
き
る
力
」
を
育
む
教
育
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

幼
稚
園
と
各
学
校
に
お
い
て
は
、
基
礎
・
基
本
の
定
着
に
向
け
、
個

に
応
じ
た
指
導
の
徹
底
及
び
教
員
の
指
導
向
上
に
よ
る
学
力
向
上
を
図

り
、
特
別
支
援
教
育
に
も
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

幼
稚
園
・
小
学
校
・
中
学
校
の
連
携
を
強
化
し
、
長
期
的
視
野
に
立
っ

た
学
習
面
・
生
活
面
の
指
導
の
下
に
、
教
員
の
資
質
向
上
と
児
童
生
徒

の
学
力
向
上
に
努
め
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
学
力
向
上
推
進
協
議
会
及
び
東
部
・
中
部
・
西
部
地

区
幼
小
中
連
携
部
会
研
修
会
で
、
幼
稚
園
・
小
学
校
・
中
学
校
と
家
庭
・

地
域
が
一
体
と
な
っ
て
学
力
向
上
・
生
活
指
導
・
健
康
保
持
増
進
等
の

課
題
に
つ
い
て
研
究
協
議
し
、
得
ら
れ
た
成
果
を
日
々
の
教
育
活
動
に

反
映
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

　
「
島
唄
・
島
口
・
美
ら
島
運
動
」
を
実
施
し
、
郷
土
の
歴
史
・
文
化
へ

の
関
心
を
高
め
、
郷
土
意
識
の
醸
成
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
校
区
住
民

が
講
師
と
な
り
サ
ト
ウ
キ
ビ
や
じ
ゃ
が
い
も
栽
培
・
黒
糖
作
り
の
体
験

を
さ
せ
、
土
に
触
れ
、
生
産
す
る
喜
び
と
先
人
に
学
ぶ
姿
勢
を
体
得
さ

せ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
活
動
を
と
お
し
て
故
郷
に
自
信
と
誇
り
が
持
て

る
よ
う
に
し
、
自
ら
気
づ
き
・
考
え
実
行
す
る
、「
生
き
る
力
」
の
育
成

を
図
り
ま
す
。

　

近
年
、
心
の
教
育
を
中
心
と
し
た
生
徒
指
導
が
、
重
要
性
を
増
し
て

い
ま
す
。
い
じ
め
の
早
期
発
見
、
解
消
の
た
め
に
、
生
徒
指
導
体
制
を

充
実
さ
せ
、
教
職
員
の
対
生
徒
指
導
力
を
向
上
さ
せ
、
本
年
度
は
「
心

の
教
育
相
談
員
」
や
「
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
」
を
定
期
的
に
配
置

し
て
、
児
童
・
生
徒
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

外
国
語
教
育
は
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
活
用
に
よ
り
、
小
学
校
の
５
・
６
年
生
を
中

心
に
楽
し
み
な
が
ら
英
語
に
親
し
む
授
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

中
学
校
英
語
科
授
業
で
Ａ
Ｌ
Ｔ
を
積
極
的
に
活
用
し
、
生
徒
の
コ
ミ
ュ

二
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
育
成
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
「
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
」
は
、学
校
評
議
員
制
度
と
11
月
実
施
の
「
学

校
を
見
に
行
こ
う
週
間
」
を
基
軸
に
、
老
若
男
女
が
集
え
る
地
域
に
根

差
し
た
学
校
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　

恒
例
の
子
ど
も
議
会
は
、
子
ど
も
の
視
点
か
ら
見
た
環
境
問
題
や
観

光
振
興
、
地
域
の
活
性
化
な
ど
活
発
な
提
言
が
な
さ
れ
、
行
政
に
積
極

的
に
反
映
さ
せ
政
策
実
現
し
て
い
ま
す
。

　

幼
稚
園
で
は
、
子
育
て
支
援
の
一
環
と
し
て
引
き
続
き
、
預
か
り
保

育
を
実
施
し
て
就
労
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

学
校
施
設
整
備
に
つ
い
て
は
教
育
環
境
の
整
備
と
し
て
、
教
職
員
及

び
児
童
・
生
徒
用
パ
ソ
コ
ン
を
年
次
的
に
配
備
し
て
い
き
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
活
用
し
た
授
業
を
よ
り
一
層
推
進
し
ま
す
。

教
職
員
が
校
区
で
常
に
子
ど
も
達
と
共
に
地
域
で
の
活
動
が
で
き
る
よ

う
、
教
職
員
の
町
内
居
住
を
推
進
し
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
教
員
住
宅

整
備
に
努
め
、
教
職
員
の
生
活
環
境
の
改
善
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
は
、
健
全
運
営
に
向
け
、
衛
生
管
理
・
栄
養
管

理
を
よ
り
一
層
充
実
し
て
い
き
ま
す
。
衛
生
管
理
は
、
常
日
頃
か
ら
職

員
の
衛
生
知
識
を
高
め
、
職
場
研
修
も
含
め
、
事
故
が
起
き
な
い
よ
う

万
全
な
体
制
で
あ
た
り
ま
す
。

　

特
に
栄
養
管
理
は
食
育
の
観
点
か
ら
保
護
者
の
協
力
を
求
め
、
具
体

的
な
方
策
を
示
し
、
各
小
中
学
校
の
取
り
組
み
に
則
し
な
が
ら
栄
養
教

諭
を
派
遣
し
、
成
長
期
の
子
ど
も
達
の
栄
養
指
導
を
重
視
し
、
強
力
に

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
産
地
消
を
進
め
る
上
で
何
よ
り
も
地
場
産
野
菜
の
利
活
用

が
で
き
る
よ
う
、
直
売
所
”百
菜
“と
も
連
携
を
図
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
徳
之
島
産
の
野
菜
は
カ
ル
シ
ウ
ム
・
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
等
の

含
有
量
が
多
く
栄
養
価
が
高
い
と
の
調
査
結
果
が
出
て
お
り
、
良
質
な

野
菜
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

13　

社
会
教
育
行
政
に
つ
い
て

　

〜
生
涯
学
習
の
推
進
・
歴
史
民
俗
資
料
館
の
充
実
〜

　
「
あ
し
た
を
ひ
ら
く
心
豊
か
で
た
く
ま
し
い
人
づ
く
り
、文
化
づ
く
り
」

を
す
す
め
る
た
め
に
、
生
涯
学
習
の
観
点
に
立
っ
て
人
間
性
豊
か
で
た

く
ま
し
く
生
き
る
町
民
の
育
成
と
教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を

目
指
す
と
共
に
、
地
域
の
連
帯
性
の
醸
成
と
自
治
意
識
の
高
揚
を
図
り

ま
す
。

　

そ
の
た
め
、関
係
機
関
と
連
携
を
深
め
、人
材
の
養
成
と
確
保
に
努
め
、

町
民
が
生
涯
を
通
じ
て
自
主
的
学
習
の
機
会
が
得
ら
れ
る
よ
う
公
民
館

講
座
を
充
実
さ
せ
、
公
民
館
施
設
や
図
書
室
の
積
極
的
な
利
用
を
促
進

し
、
い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・
だ
れ
で
も
学
習
で
き
る
支
援
体
制
作
り

に
努
め
ま
す
。

　

成
人
教
育
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
や
地
域
女
性
連
な
ど
、
社
会
教

育
団
体
が
よ
り
活
動
で
き
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

　

青
少
年
教
育
は
、
い
せ
ん
の
良
さ
（
自
然
・
文
化
・
人
材
）
を
活
か

し
た
体
験
活
動
、
ま
た
は
異
年
齢
間
・
地
域
間
の
交
流
活
動
の
充
実
に

向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

　

文
化
財
関
係
は
、
歴
史
民
俗
資
料
館
を
充
実
さ
せ
、
地
域
の
歴
史
・

文
化
財
を
総
合
的
に
整
理
し
、
有
効
活
用
す
る
た
め
に
「
歴
史
文
化
基

本
構
想
及
び
保
存
計
画
」
の
策
定
を
重
点
的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

社
会
体
育
関
係
に
つ
き
ま
し
て
は
、
町
民
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
拠
点

と
な
る
総
合
体
育
館
や
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
及
び
町
内
の
各
学
校
等
の
体

育
施
設
を
積
極
的
に
開
放
し
て
、
町
民
の
健
康
づ
く
り
や
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
・
各
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
活
動
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

お
わ
り
に

　

以
上
、
主
要
施
策
を
中
心
に
述
べ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

「
健
康
・
長
寿
と
子
宝
の
町
」「
人
情
豊
か
な
も
て
な
し
の
町
」
に
ふ
さ

わ
し
い
町
づ
く
り
を
目
指
し
、
町
民
と
議
会
、
執
行
部
が
太
い
絆
で
結

ば
れ
た
「
株
式
会
社　

伊
仙
町
」
が
一
丸
と
な
っ
て
全
力
投
球
・
果
敢

に
挑
戦
す
る
こ
と
に
よ
り
施
策
の
実
現
に
つ
な
が
り
ま
す
。

町
議
会
並
び
に
町
民
の
皆
様
方
の
、
温
か
い
ご
理
解
と
ご
支
援
ご
鞭
撻

を
お
願
い
申
し
あ
げ
、
施
政
方
針
と
し
ま
す

　

平
成
25
年
３
月
８
日　
　
　

伊
仙
町
長　

大
久
保　

明



広　報　い　せ　ん平成25年５月（304） （６）

第 46 回 戦艦大和を旗艦とする
特攻艦隊戦没将士慰霊祭
　４月７日（日）、午後１時半から第 46 回
戦艦大和を旗艦とする特攻艦隊戦没将
士慰霊祭が犬田布岬でしめやかに行われ
ました。
　今年は、低気圧の影響で風が強く慰
霊塔前での式典が困難なため、急きょ
三崎神社鳥居前での式典となり御遺族
をはじめ御来賓・徳之島３町長・町関
係者ら約１３０名が参列いたしました。
　式に先立って、西犬田布婦人会による
鎮魂の舞（ああ犬田布岬）で慰霊祭が始
まり、隊友会長　正 友哉さんによる祭文
奏上、遺族会代表　高山 友二さんによる遺
族代表あいさつ、三町長による慰霊のことば
が述べられたのち、戦艦大和が沈没したとされ
る時刻に合せ１４時２３分、参列者全員による黙
祷が奉げられ３，７２８柱の御霊の冥福をお祈りいた
しました。
　式典の合間には、天城中学校吹奏学部による慰霊演奏が奏でられ、式典に花を添えていただきました。
　最後に、多くの尊い人命のおかげで現在の日本の平和があります。
これからも、私たちは世界平和を願い、戦争の悲惨さを後世に伝えるためにも、戦艦大和を旗艦とする特攻艦隊戦没将
士慰霊祭を今後も続けてまいります。



広　報　い　せ　ん 平成25年５月（304）（７）

　平成 25 年 4 月 8 日（月）伊仙町立小
中学校で入学式が行われ , 新小学校一年生
74 名（町全体）, 新中学一年生 65 名（町
全体）が , 新たな第一歩をスタートさせま
した。
　みなさん , 真新しい制服に身を通され ,
やや緊張された面持ちで , これからの学校
生活への期待や希望を胸いっぱいに式典
へ望まれておりました。
　新一年生のみなさん , おめでとうござい
ます。

新
し
い
第
一
歩
！

伊
仙
町
立
小
中
学
校
入
学
式



広　報　い　せ　ん平成25年５月（304） （８）

　去る平成 25 年 2 月 24 日（日）徳之島交流ひろばほーらい館ホールにおいて、「徳之島ダイエットアイランドシン
ポジウム ～長寿の島からダイエットの島へ～」が開催され、町内外から集まった聴衆の方々が、熱心に各パネラーの
講話に聞き入っていました。
　イントロダクションとして「なぜ今徳之島でダイエッ
トか？」の話を伊賀の里モクモク手づくりファームの木
村社長と吉田専務、「米国ダイエットシティ体験談」を
グラノ 24K の小役丸敏幸氏、「本物の長寿を取り戻すた
めに」というパネルディスカッションを、大久保伊仙町
長始め 5 人のパネラーに詳細なデータと共に語って頂き
ました。来場者からは
●町の垣根を取り、徳之島として一体的に取り組む必要
がある
●貴重な企画を長続きできるようお願いします
●「ダイエットアイランド」について知っている島民が
少ない。もっと広報と各機関の連携を
など貴重なご意見を頂きました。詳細なデータも記載した成果報告書は、経済課にありますので、どなたでもお持ち
帰り下さい。なおこのシンポジウムは全国モーターボート競走施行者協議会からの拠出金を受けて実施されました。

　平成 25 年 3 月 5 日～ 11 日まで、「徳之島ダイエットアイランド構想」に基づいて「徳之島ダイエットアイランド
ツアー」が実施されました。短期間の募集だったにもかかわらず、北は仙台から南は徳之島まで、33 名の申込みを頂き、
最終的に 22 名の参加となりました。
　最高齢は 80 歳のご夫婦で、他にもいくつもの持病を抱えていらっしゃる方の参加もあり、医療関係者、徳之島交
流広場ほーらい館、直売所百菜、管理栄養士、宿泊事業者、そして行政関係者が一体となり、全ての人が満足行くよう、
細心の注意を払いツアーを無事終了することが出来ました。
　数年後に世界自然遺産登録を控えた徳之島の最大の魅力、資源は、温かい人の心であり、今後様々な趣旨での島外

からのツアーを企画する際には、地域の人達とどのような場面で触れ合えるか、共に作業する
ことが出来るかを考えて、組み込むことが重要であることが分かりました。

「これから先の人生に大いに参考になった。この 1週間心
の洗濯、心のダイエットができて素晴

らしい日々をすご
せた。素晴らしい体
験ができ感謝。」
　このような島外者
の声を聞けるように、
またこれからも「長寿・
子宝」の看板を絶やす
ことのないように、町
全体、徳之島全体で事業
に取り組んで行きましょ
う。

「ダイエットアイランドシンポジウムが
開催されました！」

「ダイエットアイランドツアーが行われ
ました！！」



広　報　い　せ　ん 平成25年５月（304）（９）

　伊仙町では、毎年 5 歳までむし歯がなかったお子さんへ歯科優良者の表彰を行っていま
す。
　平成 24 年度は、平成 25 年 3 月 22 日（金）に、ほーらい館において 24 名のお子さん
が授与されました。
　伊仙町の歯科優良者は、年々増加しております。みなさんもお口の中から健康を見直し
てみませんか ?（伊仙町では 7 月に特定健診において、歯科検診を実施いております。）

　

３
月
25
日
（
月
）
町
内
５
ヶ
所
の
保
育
所
合
同
で
、

平
成
24
年
度
へ
き
地
保
育
所
卒
園
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
23
名
の
園
児
の
皆
さ
ん
が
卒
園
さ
れ
ま
し
た
。
幼

稚
園
に
入
園
し
て
も
元
気
よ
く
頑
張
っ
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

　

ま
た
、
４
月
３
日
（
水
）
平
成
25
年
度
・
合
同
入
園

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
69
名
の
園
児
の
皆
さ
ん
が
入
園

さ
れ
ま
し
た
。

　

お
祝
い
の
言
葉
に
続
き
保
育
士
の
紹
介
が
あ
り
、
園

児
点
呼
で
は
、
新
園
児
た
ち
が
、
名
前
を
呼
ば
れ
る
と

大
き
な
声
で
返
事
を
し
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
伊
仙

町
を
担
っ
て
い
く
子
ど
も
た
ち
が
頼
も
し
く
映
り
ま
し

た
。

へ
き
地
保
育
所

合
同・卒
園
式・

入
園
式
開
催

虫
歯
０
だ
よ
！
歯
は
大

事
！
平
成
24
年
度
歯
の

表
彰
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　長寿と子宝の町、自然と歴史が豊かなわが町に定住をお考えの皆様
に、空き家情報をご案内するため、平成 24 年度より「伊仙町空き家
バンク制度要綱」を制定し、伊仙町内に存在する空き家等の登録及び
利用希望登録者に対し、情報提供を行っております。
　現在までに 5 軒の登録があり、うち 3 軒を「町公式サイト」に掲載
したところ、2 軒が成約済となりました。
　しかしながら登録軒数が少ないため、空き家の問い合わせすべてに
対応できておりません。
　そこで、空き家を「貸したい方」「借りたい方」を募集いたします。
貸主及び入居希望者の登録を求めるとともに、「近くに空き家がある」
等の情報を集めています。（空き家に関して、どんな些細なことでも
構いませんので、役場企画課に御一報下さい。）
　会員登録を希望される方は、企画課に直接お越しいただくか、町公
式サイトのくらし情報・申請書類ダウンロードをクリックして、様式
をお取り寄せ、必要事項をご記入のうえ、当課まで提出して下さい。
　詳しくは、企画課・0997-86-3111（内 25）までお問い合わせ下さい。

伊 仙町空き家バンク会員登録の募集

<空き家バンク制度の説明図>

伊仙町

登録者募集

伊仙町

空き家バンク

会員登録・
申込

情報提供

橋渡し

支　援

契約・交渉（直接）

空
き
家
所
有
者

空
き
家
入
居
希
望
者
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弓
道
を
始
め
ま
せ
ん
か

　

伊
仙
町
弓
道
連
盟
で
は
、
旧
農
業
高
校
弓
道
場
に
て
練
習
を

頑
張
っ
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
初
歩
か
ら
一
緒
に
指
導

も
い
た
し
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
弓
道
場
を
の
ぞ
い
て
み
て
下
さ
い
。

問い合わせ先
勤務先　伊仙町役場  穂 浩一／０９９７－８６－３１１１（内線 36）

徳 之島不法投棄・希少動植物盗掘防止対策会議
並びに三町合同パトロールを行いました！

　2 月 28 日（木）、徳之島防犯協会の呼びかけで、徳之島不法投棄・希少動植物盗掘防止対策会議並びに三町合同パ
トロールを行いました。
　まず、徳之島警察署会議室で防止対策会議が行われ、三町行政代表や自然保護関係団体等から不法投棄や植物盗掘
の現状について、状況報告がありました。
　その後、三町に分かれてパトロールを行い、伊仙町ではゴミ不法投棄場所の現状について役場環境課から説明があ
りました。さらに、NPO 法人徳之島虹の会より「この場所は希少野生植物が多く生息し、25 年度に国立公園指定と
なるので、ゴミを捨てるのはやめてほしい。」との注意もありました。
　なお、防犯協会事務局ではこのような取組を今後も年 1~2 回開き、巡視活動を強化していきたいとの事です。

山林、河川、道路、公園、民有地などにみだりに廃棄物を捨てることは、法律で禁止されています。不法投棄は犯罪
であり、5年以下の懲役又は 1,000 万円以下の罰金またはその両方が科せられます。

　「伊仙町希少野生動植物の保護に関する条例」
○　条例の規定に違反して、指定希少野生動植物の捕獲、採取等を行うなどの違法行為を行った場合は、罰則が科さ
　れることになります。（最高で 1年以下の懲役又は 50万円以下の罰金）

※不法投棄・植物盗掘ともに「犯罪」です。「奄美・琉球」が世界自然遺産暫定リスト入りし、徳之島が全世界から
注目されている今、住民のモラルが問われます。
　「世界に誇れるこの豊かな自然」を後世に残していくためにもこれらの行為は絶対にやめましょう !
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＜材料＞～２人分～
●卵…………………… ２個
●牛乳…………… 大さじ２
●塩麹…………………10ml
●しらす干し…… 大さじ２
●えのきたけ…1 袋（70g）

●人参………小１本（70g）
●あおさ……………… 15g
●ミニトマト…８個（80g）
●オリーブ油…… 小さじ２

～新学期、新社会人がスタートしました！～
★１日の始まり 「朝ごはん」 はしっかり食べていますか？

＜伊仙町保健センターよりお知らせ＞
★平成 25 年　伊仙町健康診査申込み受付中です！
※未申込みの方は、保健センター（86−2124）までご連絡下さい。

野菜オムレツチャレンジ！

朝ごはん♪

＜作り方＞
１．人参は千切りにし、ミニトマトは縦半分に切る。しら
　す干しはさっと湯通し、えのきたけは食べやすい大きさ
　に切る。
２．フライパンにオリーブ油を入れて熱し、えのきたけを
　軽く炒める。
３．２．の上に人参、アオサ、ミニトマトを重ねる。
４．A を混ぜ合わせ、野菜の上にからまわしかける。
５．しらす干しをのせ、弱火にし、フライパンに蓋をして
　蒸し焼きにする。 （減塩レシピ集より）
１人あたり（栄養価）
カロリー（kcal）たんぱく質（g） 脂質（g） 炭水化物（g）

180.9 11.9 10.2 12.2

食物繊維（g） 塩分（g） カルシウム（mg） 鉄分（mg）

3.9 1.4 123.4 4.2

「朝ごはん」は１日のパワーの源！
　寝ている間に低下した体温を上昇させ、心と体のウォーミン
グアップをしてくれます♪目覚めと共に食事を摂ると、体のエ
ンジンもかかって、勉強や仕事の効率も UP します。
　今回は、手軽に出来る朝ごはんのレシピを１品ご紹介します。
この１品で野菜もたっぷりとれます♪
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「子宝ねっと・いせん」は、伊仙町の子育て支援のシステムです。子育て支援をテーマに、子供に関する健康情報（健
診データ、身体測定結果、予防接種の記録など）をデータベースに蓄積したものに加え、保護者ご自身で子供の成長
記録を作成したり、保育園・幼稚園・小学校・中学校・保健センター・などからのお知らせや案内をメールで受信し
たりできる無料のサービス（携帯や自宅ＰＣでの通信費などは自己負担）です。

まだ未登録の方、新規に登録されたい方は、関連する保育所・幼稚園や学校にお問い合わせいただくか、下記までご連絡ください。
子宝ねっと・いせん事務局（伊仙町企画課）８６−３１１１

お問い合わせ先：奄美海上保安部　０９９７−５２−５８１１

これからマリンレジャーが盛んになる季節です。海にお出かけの前に
は「命を守る３つの基本」を再度確認して、マリンレジャーを楽しみ
ましょう！

安全推進等活動重点期間
GW 期間４月２７日（土）～５月　６日（月）
夏季期間７月　１日（月）～８月３１日（土）

命 を 守 る ３ つ の 基 本
ライフジャケットの
常時着用

海のもしもは
「１１８」番

通信手段の確保
（防水携帯電話など）

奄美海上保安部からのお知らせ
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!!
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お問い合わせ
伊仙町歴史民俗資料館
0997-86-4183

第６回
伊仙町で昔から食べられている
さかなには方言名がついていま
す。今回は面縄と阿三出身者に
聞き取り調査をした魚の方言名
について掲載します。。
あなたはいくつわかりますか？

伊仙町さかな方言名

特集～伊仙町の伝統文化～

※さかなの方言名は集落によって

違いがあります。他に呼び名があ

る場合はお知らせください。
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香
典
返
し　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
社
会
福
祉
協
議
会
受
付

ご
結
婚
お
め
で
と
う(

敬
称
略)

お
誕
生
お
め
で
と
う(

敬
称
略)

戸
籍
の
窓

出
生
児

保
護
者

集
落
名

総人口＝7,065
　男　＝3,523
　女　＝3,542
世　帯＝3,563

人口の動き
（25年３月31日現在）

出　生＝7
死　亡＝11
転　入＝45
転　出＝93

子宝日本一の町 わが町のアイドル

幸多 玄暉（こうた げんき）
（１歳１０カ月）

“ いつも元気いっぱいの玄暉くん ”
パパに負けないくらい大きく元気に育ってね。

上木 悠愛（うえき ゆめ）
（２歳２カ月）

上木 梨々華（うえき りりか）
（７か月）

いつも にこにこ笑顔をありがとう★
二人なかよくささえあって育ってね。

わが町のアイドル募集！
　本紙では「わが町のアイドル」と題して、わが家の
かわいい子どもの写真を掲載します。
　毎月 10 日までに住所・氏名（子どもと保護者）・電
話番号・簡単な PR 文を添えて、写真を役場企画課広
報係までお持ち下さい。
問い合せ先　伊仙町役場企画課　86-3111（内 24）
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